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調 査 の 概 要  

1 調査の目的  

この調査は、調査対象となった男女の結婚、出産、就業等の実態及び意識の経年変化の状況を継続   

的に観察することにより、少子化対策等厚生労働行政施策の企画立案、実施等のための基礎資料を得   

ることを目的として、平成14年を初年として実施しているものである。  

2 調査の対象及び客体  

平成14年10月末時点で20～34歳であった全国の男女（及びその配偶者）を対象とし、その   

うち、第3回調査において協力を得られた者等（及びその配偶者）を客体とした。  

3 調査の実施日  

平成］7年11月 2日（水）  

4 調査の事項  

仕事の有無、就業形態、就業時間、配偶者の有無、独身者の結婚意欲、子ども  

をもつ意欲、家事・育児時間、親との同居の有無等  

仕事の有無、就業形態、就業時間、仕事と子育ての両立支援制度の状況、配偶  

者の有無、独身者の結婚意欲、r一どもをもつ意欲、親との同居の有無、子ども  

（1）男性票  

（2）女性票  

の状況等  

（3）配偶者票（男性用）・…‥ 仕事の有無、家事・育児時間等  

（4）配偶者票（女性用）…… 仕事の有無、就業形態、就業時間、仕事と子育ての両立支援制度の  

状況、子どもの状況等  

5 調査の方法   

（】＿）調査員があらかじめ配布した調査票に被調査者が自ら記入し、密封したものを後目調査員が回  

収する方法により行った。  

（2）第1匝Ⅰ調査以降に転出した者は、厚生労働省から郵送された調査票に被調査者が自ら記入し、  

郵送により厚生労働省に提出する方法により行った。  

6 調査の系統  

調査員＋ 被調査者   保健所  （1）厚生労働省＋ 都道府県  

」 保健所設置市－」  
特 別 区  

被調′査者   （2）厚生労働省  
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（2）親との同居の有無別にみた状況  

男女ともに、親と同居している場合よりも親と同居していない場合の方が、「結婚した」の割  

合が高い傾向がある。   

第1回の独身者について、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第3回の親との同  

居の有無別に、この3年間の結婚の状況をみた。親と同居していない場合は男18．5％、女18．7％  

が結婚しており、親と同店している場合には男11．5％、女16．0％が結婚している。   

年齢階級26～30歳では、親と同居していない場合に男24．8％、女25．6％が結婚しており、親  

と同属している場合には男12．6％、女‘19．7％が結婚している。（表2、図2）  

表2 性、年齢階級、親との同居の有無別にみたこの3年間の結婚の状況  
（単位：％）  

男  女  

総数   結婚した  結婚して いい   総数   結婚して  
な  結婚した   いない   

総数   （100．0） 100．0  12．4  87．6    （100．0） 100．0  16．2  83．8  
親と同居一している  （ 77．5） 100．0  11．5  88．5    （ 別．6） 100．0  16．0  84．0  
観と同居していない  （ 13．6） 100．0  18．5  81．5    （ 12，9） 100．0  18，7  81．3  

21～25歳   （100．（）） 100．0  10．3  89．7    （100．0） 100．0  1：i．4  86．6  
ヨ  10．2  89．8    （ 83．3） 100．0  13．0  87．0  

親と同居していない  （ 12．5） 100．0  12．4  87，6    （ 11．1） 100．0  17．8  82．2   
パレ  

ヨ  （100．0） 100．0  14．2  85，8    （100．0） 100．0  20．1  79．9  
ヱ コ  12．6  87．4    （ 粁1．0） 100．0  19．7  80．3  
ヨ   24．8  75．2    （ 10．7） 100．0  25．6  74．4   
8  
駐  ：う1～35歳   （100．0） 100．0  13．0  87．0    （100．0） 100．0  15．8  84．2  

親と同居している  （ 75．5） 100．0  12．6  87．4    （ 77．9）  100．0  15．7  84．3  
親と同居していない  （ 15．6） 100．0  18．7  81．3    （ 16．2） 100．0  16．7t   83．3  

36～37歳   （100．0） 100．0  7．8  92．2    （100．0） 100．0  5．4  94．6  
親と同居している  （ 72．6） 100．0  6．6  93．4    （ 71．7） 100．0  5．8  94．2  
親と同居していない  （ 17．1） 100．0  10．7  89．3    （ 22．9） 100．0  5．6  9′1．4   

ヨ
 
 

注：1）集計対象は、第1回独身で第4回まで回答を得られている者である。  
2）親との同居の有無は、「結婚しノた」は結婚前の、「結婚していない」は第3回の状況である  
3）年齢は、「結婚した」は結婚後の、「結婚していない」は第4回の年齢である（。  
4）「親と同居している」とは、父母のうちいずれか1人でも同居している場合をいう。  
5）「結婚した」には、この3年間に結婚した後離婚した者を含む。  
6）総数、各年齢階級の総数には、親との同居の有無不詳を含む。  
7）3牢間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上しているし，  

図2 親との同居の有無別にみたこの3年間に結婚した割合  
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注：1）集計対象は、第1回独身で第4［司まで回答を得｛れている者である。   
2）親との同居の有無は、年齢け、「結婚した」H結婚前の、「結婚しrいない」は第3回げ）状況である。   

3）年齢は、「結婚Lた］は結婚後の、「結婚していない」は第4何の年齢である。   

4）〉■親と同居Lている」J二は、父母ぃうちいずれか1人でも同居しノている場合をいう。   

5）「結婚した」には、こげ〕こi年二間に結婚しノた後離婚した者を含む、｝   

6）3年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している「  

¶4－   



（3）仕事の有無、一週間の就業時間別にみた状況  

男性は、仕事が正規の場合15．2％、非正規の場合6．3％が、この3年間に結婚した。   

第1回の独身者について、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第3回の仕事の有  

無別にこの3年間の結婚の状況をみた。   

男は「仕事あり」の13．6％、「仕事なし」の4．4％が結婚した。仕事ありのうち、就業形態の正  

規・非Ⅰ三税別では、「正規」で15．2％、「非正規」で6．3％と、約2．5倍の開きがある。   

また、女は、仕事の有無や就業形態別にみた結婚の状況は、男のような大きな違いはみられ  

ない。（表3、図3）  

表3 性、仕事の有無別にみたこの3年間の結婚の状況  

注：1）集計対象は、第1回独身で第4回まで回答を得られている者である。   
2）ノ士事の有無は、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第3回の状況である。   
3）「結婚した」には、この3年間に、結婚した後離婚した者を含む。   
4）「男」 「女」には、仕事の有無不詳を含む。   
5）3年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  

図3 仕事の有無別にみたこの3年間の結婚の状況  

男  
結婚した  

仕事あり  

正規  

非正規  

仕事なし  

結婚していない84．8  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

女  

80％  100％  0％  20％  40％  60％  

生：1）集計対象は、第1回独身で第4回まで回答を得られている着である。   

2）仕事の有無は、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第3回の状況である   

3）「結婚した」には、この3年間に、結婚した後離婚した者を含む。   
4）3年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  

5－   



さらに、仕事ありであった者について、「一週間の就業時間別にこの3年間の結婚の状況をみ  

ると、男は40時間以上が、40時間未満よりも「結婚した」の割合が高い。   

また、女は就業時間による違いはみられない。（表4）  

表4 性、一週間の就業時間別にみたこの3年間の結婚の状況  
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15時間未満  
15～34時間  
35～39時間  
40～48時間  
49～59時間  
60時間以上  

15時間未満  
15～34時間  
35～39時間  
40～48時間  
49～59時間  
60時間以上  

一
週
間
の
就
業
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100．0）  100．0   

4．2）  100．0   

8．0）  100．0   

9．8）  100．0  

45．3）  100．0  

12．2）  100．0   

5．6）  100．0  

16．2  

Ll．1  

10. :3 

19．3  

16．5  

12．2  

14．6  

注：1）集計対象は、第1回独身で第4回まで回答を得ている者で、「結婚した」は結婚前に仕事ありの、  
「結婚していない」は第3回に仕事ありの者である∩   

2）一週間の就業時間は、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第3回の状況である。   
3）「結婚した」には、この3年間に、結婚した後離婚した者を含む。   
4）「男」「女」には、一週間の就業時間不詳を含む。   

5）3年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  

6   



（4）結婚の状況別にみた就業状況の変化  

女性は49．8％が結婚後も同一就業を継続し、29．6％が離職をしている。男性は84．7％が結婚後  

も同一就業を継続している。   

第1回の独身者について、この3年間の結婚の状況別に、「結婚した」は結婚前後の、「結婚  

していない」はこの1年間の就業状況の変化をみた。   

結婚した場合の「同一就業継続」は男84．7％、女49．8％、「離職」は男1．6％、女29．6％、結婚  

していない場合の「同一就業継続」は、男71．3％、女70．9％、「離職」は男4．3％、女4．6％となっ  

ている。   

また、結婚の状況にかかわらず、男女ともに、年齢階級が高くなるに従って、「同山就業継続」  

の割合が高くなる傾向がある。（表5、図4）  

表5 性、この3年間の結婚の状況、年齢階級別にみた就業状況の変化  

総数  （再掲）  （再掲）  新規就業  離職  無職  
正規   

非正規   
結婚した   （100．0）100．0  84．7  66．2   6．1  7．7   0．3   0．6   3．9  1．6  
21～25歳  （21．2）100．0  71，4  53．1  8．8  12．2  1．4   8．8   4．8  

26～30歳  （ 43．5）100．0  86．0  67．4   5．0   7．3   0．3   0．7   3．7   0．3  
31～35歳  （ 30．3）100．0  91．0  71．4   6．7   5．2   0．5  1．4  1．0  

36～37歳  （ 4．9）100．0  91．2  79．4  5．9  2．9  
男  

結女昏していない  （100．0）100．0  71．3  50．9  11．4   8．8   0．5  1．5   6．3   4．3  
23～25歳  （26．1）100．0  56．8  36．5  14．5  12．6   0．3   3．6  10．5   7．1  
26～30歳  （ 37．1）100．0  74．8  54．6  11．8   8．8   0．5   0．9   5．4   3．5  
31～35歳  （ 28．6）100．0  77．7  57．6  － 8．9   6．5   0．6   0．8   4．1  3．1  
36～37歳  （ 8．2）100．0  79．5  56．9   8．4   4．5   0．7   0．5   4．0   3．0   

結婚した   （100．0）100．0  49．8  33．8  12．6   8．7   2．3   0．6   4．4  29．6  
21～25歳  （ 24．4）100．0  41．3 31．3   9．6  10．6   2．9   0．5   2．9  35．6  
26～30歳  （ 49．8）100．0  51．3  37．4  10．8   8．0   2．1  0．5   5．2  28．7  
31～35歳  （ 23．9）100．0  53．9  29．9  19．1  8．3   2．0  1．0   4．9  26．5  
36～37歳  （ 2．0）1（）0．0  64．7  23．5  17．6   5．9   5．9  17．6  

女  
結婚していない  （100．0）100．0  70．9  46．4  21．1 12．3  1．8   2．0   6．1  4．6  
23～25歳  （ 30．5）100．0  65．4  44．5  18．3  15．3   2．4   4．1  9．1  4．8  
26～30歳  （38．2）100．0  71．0  45．8  21．6  13．5   2．1  1．4   5．2   5．2  
31～35歳  （ 24．6）100．0  76．0  48．8  22．9   8．3   0．9   0．7   4．5   3．6  
36～37歳  （ 6．7）100．0  77．1  49．5  23．9   7．1  0．3  1．0   3．7   4．0   

1．2   1．0  

2．0    0．7  

1．0   1．7  

1．0    0．5  
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3
 
9
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9
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7
 
 

8．6    0．1  

8．7    0．5  

7．0    0．5  

9．1   0．5  

6．4    0．5  

5．9    0．5  

11．8  

6．0    0．0  

5．4    0．1  

5．1  

7．6    0．1  

8．1  

注：1）集計対象は、第1回独身で第4回まで回答を得られている者である。ただし、「結婚した」には、調査と調査の間に結婚し、かつ離  
婚した者を除く。   

2）年齢は、「結婚した」は結婚後の、「結婚していない」は第4回の年齢である。   
3）就業状況の変化は、「結婚した」は結婚前後の、「結婚していない」は第3回から第4回にかけての就業状況の変化である。   
4）3年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  

図4 この3年間の結婚の状況別にみた就業状況の変化  

7．7  3．9  
16 12 誠二一1。  

結婚した   

結婚していない  

8．7  4．4  

結婚した   

結婚していない  

00  

100％  
6．1  4＿6  

0％  20％  40％  60％  80％  

℡示詳l  厄高二就業継続駈転職囚新規就業国離職田無職継続  

注：1）集計対象は、第1回独身で第4回まで回答を得られている看である。ただし、「結婚した」には、調査と調査の間に結婚し、  
かつ離婚した者を除く。   

2）就業状況の変化は、「結婚した」は結婚前後の、「結婚していない」は第3回から第4匝‖こかけての就業状況の変化である。   
3）3年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  
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2 仕事をしていた女性の結婚後の就業継続の有無  

女性は、仕事が正規の場合62．4％、非正規の場合45．4％が、結婚後も同一就業を継続している。   

表5のうち、この3年間に結婚し、結婚前に仕事をしていた女性について結婚後の就業継続  

の有無をみると、「同一就業継続」は56」㈲で、年齢階級が高くなるに従って「同一就業継続」  

の割合が高くなっている。   

また、就業形態別にみると、「正規」では62．4％、「非正規」では45．4％が「同一就業継続」と  

なっている。「非正規」では、「離職」が40．8％となっており、21～25歳では、半数が離職して  

いる。（表6、図5）  

表6 年齢階級別にみた女性の就業継続の有無  
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注．1）集計対象は、第1回独身で第‘1凹まで回答を得rJれ、ニぴ）：う年間に結婚し、結婚前に仕事ありの女性であるし、ただし、調査と調査  
の問に結婚L、か／）離婚した者を除くLJ   

2）3年間で2回以上結婚していろ場合、最新げ）結婚〝）状洲二ついて計上していろ、  

図5 女性の就業継続の有無  

転職9・8  不詳0．3  

同一就業継続56．4  総数  

（再掲）正規  

（再掲）非正規   

60％  80％  100％  20？乙  409も  0？も  

注：1）集計対象は、第1回独身で第＝‖l［で回答を得ヰ証、二〝）：1牢間に結婚し、結婚前に仕事（5〕りしr）女性でカーる。ただ  

L、調査と調査〝）問に結婚L、か／〕離婚しノた首を除く。   

2）「（再掲＝に税」「（再掲）非定男い（圭 結婚前の状況である。   

3）こi年珊で封吐以上結婚しノている場合、最新の結婚の状況について計上しているハ  
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Ⅱ 夫婦における子どもの出生の状況  

1 この3年間の出生の状況  

（1）出生の状況  

この3年間に、第1回からの夫婦の30．1％、第2回からの夫婦の58．4％、第3回からの夫婦の  

31．4％に子どもが生まれた。   

この1年間に、第1回からの夫婦の7．9％、第2回からの夫婦の25．1％、第3回からの夫婦の  

31．4％に子どもが生まれ、この3年間では、それぞれ30．1％、58．4％、31．4％の夫婦に1人以上の  

子どもが生まれた。（表7、図6）  

表7 妻の年齢階級別にみたこの3年間の出生の状況  

（単位：％）  

この3年間に出生あり  ニの3年間に出生なし  

第l匝】から第2回間に「11生  第2回から第3L利鞘こ出生  第3回から第4回間に出生  

第1回からの夫婦   

21～25歳   

26～30歳   

31～35歳   

36歳以上  

第2匡からの夫婦   

21～25歳   

26～30歳   

31～35歳   

36歳以上  

第3匡からの夫婦   

20歳以下   
21～25歳   

26～30歳   

31～35歳   

36歳以上  

（100．0） 100．0  

（ 1．1）100．0  

（14．4）100，0  

（ 52．8） 100．0  

（ 31．8）100．0  

（100．0） 100．0  

（  6．9） 100．0  

（ 50．6） 100．0  

（ 33．8）100．0  

（  8．7） 100．0  
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注：1）集汁対象は、①または②に該当する夫婦である。  
①第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦  
（勤第1回に独身で第3回までの間に結女昏し、結婚後第4回まで双方から回答を得られている夫婦  

2）「H］生あり」には、夫・妻双方から回答を得る以前の出生を含まない。  

図6 この3年間の出生の状況  

第1回からの夫婦  

子どもなし 9．5  

第2回からの夫婦  

第3回からの夫婦  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

注：1）集計対象は、（力または（蓼に該当する夫婦である。  
①第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦  
②第1回に独身で第3回までの間に結婚し、結婚後第4回まで双方から回答を得られている夫婦   

2）「出生あり」には、夫・妻双方から回答を得る以前の出生を含まない。  
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（2）3年前の「子どもをもつ意欲」別にみた状況  

夫、妻ともに子どもがほしいと考えていた夫婦の53．5％に子どもが生まれた。   

第1回からの夫婦について、第1回の夫及び妻の子どもをもつ意欲別に、この3年間の出生  

の状況をみると、夫、妻ともに「ほしい」では53．5％、夫、妻ともに「ほしくない」では2．1％  

の夫婦に子どもが生まれている。（表8）  

表8 第1回の夫及び妻の子どもをもつ意欲別にみたこの3年間の出生の状況  

（単  立：％）  

第1回の  の子どもをもつ意欲  

どちらとも  
いえない  

ほしくない  ほしい  

100．0（ 8．7）  100．0（ 5．4）  ほしい   

出生あり   

出生なし   

どちらともいえない   

出生あり   

出生なし   

ほしくない   

出生あり   

出生なし  

100，0（ 2．9）100．0（ 4．8）   

8．5  6．5   

91．5  93．5  

注：1）集計対象は、第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦である。ただし、第1回から  
第2回間のみに出生ありで、妻の「出生前データ（用語の定義11参照）」が得られていない夫婦は除く  

2）「ほしい」は、「絶対ほしい」「欲しい」と回答した者を、「ほしくない」は、「あまり欲しくない」  
「絶対欲しくない」と回答した者を合算している。  

3）（）内は夫、妻の子どもをもつ意欲の組み合わせごとの、総数に対する割合である。  

・1＝   



（3）妻の仕事の有無別にみた状況  

子どもがいなかった夫婦は、妻の仕事が正規の場合の40．7％に第1子が生まれている。   

第1回からの夫婦、第2回からの夫婦及び第3回からの夫婦について、「出生あり」は出生前  

の、「出生なし」は第3回の妻の仕事の有無別に、この3年間の出生の状況をみた。  

「仕事あり」で就業形態が「正規」の場合33．1％、「非正規」の場合16．3％、「仕事なし▼ の場  

合30．9％に子どもが生まれている。また、子ども数にかかわらず、「非正規」の場合に子どもが  

生まれている割合が低い。（表9、図7）  

表9 妻の仕事の有無別にみたこの3年間の出生の状況  

総数  
川  

子どモ〕なし  1人  2人以上  

総数   出生あり  ‖／l三なし  総数  第1子 出生あり  山井なし  総数  第2千 H′トあり  出生なし  総数  祈：i千以降 jtl生あり   

総数   （100．0）100．0  26．0  74．0 100．0  33．5  66＿5 100．0  45．3  54．7 100．0 10，8  

女  
の                       ft二事あり   （ 57．5）100．0  22．2  77．8 100．0  33．6  66．′11DO，0  38．4  61．6 100．0   8．3   
仕  
■拝  
の   
有   （再掲）非1E規  （ 29．9）100．O  16．3  83．7 100，0  27．7  72，3 100．0  29．8  70．2 100．0   6．3  
無  

仕事なし   （ 42．4）100．0  30．9  69．1 100．0  33．2  66，8 100．0  51．0  性0 100．0  14．1   

往‥l）集計対象は、00または②に該当する夫婦であるn ただし、妻の「H隼前チーク（用語の定義11参事￥i）」が得られていない夫婦は除く。  
せ）第l附から第4回まで双方から恒」答を得られている人婦  
②第l阿に独身で第3「・うはでの問に結婚し、結婚後第仰はで双方からLr－I答を得られている人婦  

2）妻の仕事の有無は、「LH′巨あり」は廿用三l拍の、「‖性なし」は第：＝＝lの状況である。  

3）「rどもなし」「1人」「2人以L二」は、出／上前の状況である。  
4）3年間で2人以1出生ありの場合は、末r一について計上している【）  
5）総数には、妻のイ上事のヰ】無不詳を含む〔，  

図7 妻の仕事別にみたこの3年間の出生の状況  

総数  子どもなしの夫婦  

E
■
 
■
し
 
 

し
 
 
 

な
 
 
奉
 
 
 

仕
 
 

0％     20％     40％     60サb     80％  

子ども2人以上の夫婦  

仕事あり  第3子以降出生あリ10．7  

0％     20％     ヰ0％     6（）袖     80％    100％  

子ども1人の夫婦  
仕事あり  

正規  第2子出生あリ  

49．7  
正規  

非正規「㌫  

仕事なし 

0％  20％     40％     60％    80％    100％  100％   

Q）よたは②に該当する夫婦である〔，ただし、妻の「「tl生前デー夕（用語の定義11参照）」が得られていない  

回まで双方から回答を得られている夫婦 第3回までの間に結婚し 
、結婚後第4回まで双方から回答を得られている夫婦  

「出生あり」は出生前の、「出生なし」は第3回の状況である。  鼎
 

m
 
 

出生ありの場合は、末子について計上している  
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（4）妻の職場における育児休業制度の有無別にみたこの2年間の出生の状況  

子どものいなかった夫婦では、妻の職場に育児休業制度があり、利用しやすい雰囲気がある  

場合34．1％、制度がない場合21．6％に第1子が生まれている。   

第1回からの夫婦、第2回からの夫婦及び第3匝1からの夫婦のうち、「出生あり」は出生前に、  

「出生なし」は第3恒＝こ妻が会社等に勤めていた夫婦について、妻の職場の利用可能な育児休  

業制度の有無別に、この2年間の出生の状況をみた。   

妻の職場に、育児休業の「制度あり」で18．8％、「制度なし」では11．7％に子どもが生まれて  

おり、子どもなしの夫婦に第1子が生まれたのは、「制度あり」のうち「利用しやすい雰囲気が  

ある」で34．1％、「利用しにくい雰囲気がある」では27．6％、「制度なし」では21．6％となってい  

る。（表10、図8）  

表10 妻の職場の育児休業制度の有無別にみたこの2年間の出生の状況  

（単位．％）  

総数  ／ヒ’ヰ、なL  l人  2人以仁  

総数   fl什あり  fl′i二なしノ  総数  第tr 什′t三方｝り  tl′Lなしノ  総数  第2ア 出生あり  吊′Lなtノ  総数  窄：j日」降 Ⅲ′ヒムり  出生なし   

廷   （ け）（）．n） ＝札〔） 15，（）  85（〕 川0－0   25．2   7∫1，R l（）0．（）  252   7∫l，R  川0．0   5．O   t）5．0  

哉 娯  （：i8．7） 1（H〕0   川．持   Hl，2  川0．n   27．（）  7：i．〔） 1川）り  ：川．リ   …．1 1（）t）．0  〔i．5   り3．5  

り   

佗 木  利用しにくい寒川気がある  （ H．1） 1州．0   川．5  鋸．5 1り0．0  27．fi  7：三．∫1 1州0  ：iニl∴！  6ぐi．7 10り．n   乙（） ！）8．0   

隻 別  ど王ノらとヰノニミえ／亡い   t〉．H） 1川†．り  1i）  H6．1 1（1（），0   ＝1．2   Ht）．8 1（‖．0    †）  77、1  川0．n   5．h   隼l．4   

軋  
ロ   〔：り．上） 1り0．1） 1l．7   日軋こ1 11）0，「）  21．6   7ト弓．1  川n（）  21．1  7トぢ．†） 川（）．り  ：j．1 リ6！）  

平   

巨1）取詔対象「⊥貢〕また【土鑑に該1しノ、か／）昔に．；亥、▲ト「る夫婦であるL，  
甘）第1tし・Jから第叫」は‘ごメりノか仁J「‖俗を一寸t妄られている夫婦  

②第1ト＝こ独身で第3l‖はて雄一F7；】に薙．用†し、結婚後第・lll・はて双ノ／か仁舟卜答をキミ；仁〕れている夫婦  
③「廿牛あり」日出′h靖に、「fl性なし／」‡上郡3い＝こ寿が会手上等に勤めていた夫婦で、台此休業制度の丑■禦㌍のデー夕が得FJれている夫婦  

2）芹捏休業制増ゃイ】■無とけ、【i」用可能力制J餌、あろかどうかをいい 「り廿あり【（川＝二lうiJの、「‖性なし」‘ユ第3【F－け）状況であるし 

il「rどヰ，′亡し」「1人」「2人目上j H、出牛l裾m帖甘であ左   
1）2隼問て㌧人以l出′卜ありいJ尖合（！、来rにつし、こ計lしてし、ろ 
5）す才児体刑抑臣什軒隠爪繰紋に＝、†紺一休業；‡】り度（／〕在無≒十、JYをr‡む 

図8 妻の職場の育児休業制度の有無別にみたこの2年間の出生の状況  

総数  子どもなしの夫婦   
制度あり  

利用しやすい  － 出生あり  
雰囲気がある し 230  

制度あり   
利用しやすい   
雰囲気がある  

利用しにくい   
雰囲気がある  芸霊宝云㌫「ニ  

0％     20鴫     40喝     60％     80％   100％  

子ども1人の夫婦  

0％    ZO％    40【わ    60％    80％   100％  

子ども2人以上の夫婦  

第3子以降出生あり 88  制度あり  

利用」やすい   
雰囲気がある  

利閉しに〈い   
雰囲気がある  

制度なし  

制度あり  
利用しやすい「盲蒜妄言占  
雰囲気がある  35 1 

「二∴  
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制度なし  仁こ  
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「出生あり」は出生前l二  

2）育乱酔有乳とf（L奉り附軌育児休業制酢あるかどうかをいい、「他机一封甘生前折、r出軌L相即即）   
状況である√，  

3）2年間で2人以上出生ありの場苓烏、末子に／〕いこ計卜し′ていク：）「  
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（5）夫の休日の家事・育児時間別にみた状況  

子どもがいる夫婦は、夫の休日の家事・育児時間が長い方が第2子以降が生まれる割合が高  

くなる傾向がある。   

第1回からの夫婦、第2回からの夫婦及び第3回からの夫婦について、「出生あり」は出生前  

の、「出生なし」は第3回の夫の休日の家事・育児時間別に、この3年間の出生の状況をみた。   

子どち1人の夫婦では、「家事・育児時間なし」で21．1％、「8時間以上」で56．0％に第2子が  

生まれている。また、子どもがいる夫婦全体でみても「家事・育児時間なし」で8．0％、「6～8  

時間未満」で29．8％に第2子以降が生まれており、家事・育児時間が長いほど子どもが生まれ  

ている割合が高くなる傾向がある。（表11、図9）  

表11夫の休日の家事・育児時間別にみたこの3年間の出生の状況  

（単位：％）  

総数  子どもなし  1人  2人以上  

総数   
日生あり  出生なし  総数  第l子 州生あり  rti（Lなし  総数  第2r 上り生あり  出生なし  総数  第3手以 緯 出生あり  出／トなし   

（100．0）100，0  26．3  73．7 100．0  34，0  66．0 100．0  45．6  54．4 100．0 10．9  89．1  
・育児時間なし                       （ 8．0）100．0  24．4  75．6 100．0  35．1 64．9 100．0  21．1 78．9 100．0 1＿4  9臥6   

間未満   （ 24．6）100．0  23．8  76．2 100．0  31．1 68，9 100．0  36，1 63．9 100．0  7．8  92，2   
4時間未満  （19．8）100．0  24．3  75．7 100．0  36、1 63．9 100．0  40．3  59，7 100．0 11．0  89，0   

6時間未満  （13．8）100．0  28．0  72．0 100．0  50．0  50．0 100．0  44．4  55．6 100．0 14．9  85．1   

8時間未満  （ 6．7）100．0  29．7  70．3 100．0  25．0  75．0 100．0  50．5  49．5 100．0 11．3  88．7   

間以上   （ 22．0）100．0  29．8  70．2 100．0  66．7  33．3 100．0  56．0  44．0 100．0 13．6  86．4   

注＝1）集計対象は、①または②に該当する夫婦である。ただし、妻の「出生前データ（用語の定義11参照）」が得られていない夫婦は除く。   
（D第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦  
②第1回に独身で第3回までの間に結婚し、結婚後第4回まで双方から回答を得られている夫婦   

2）夫の家事・育児時間は、「出生あり」は出生前の、「出生なし」は第3回の状況である。  3）「子どもなし「1人「2人以上は 

」」」、出生前の状況である。   
4）3年間で2人以上出生ありの場合は、末子について計上している。   
5）夫の家事・育児時間の総数には、家事・育児時間不詳を含む。  

図9 子どもがいる夫婦の夫の休日の家事・育児時間別にみた  

この3年間の第2子以降の出生の状況  

出生あり 24．1  

総数  

家事・育児時間なし  

2時間未満  

2～4時間未満  

4～6時間未満  

6～8時間未満  

8時間以上  

出生なし 75．9  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

注：1）集計対象は、①または②に該当し、かつ③に該当する同居夫婦である。ただし、妻の「出生前データ（用語  

の定義11参照）」が得られていない夫婦は除く。  

①第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦  

②第1回に独身で第3回までの間に結婚し、結婚後第4回まで双方から回答を得られている夫婦  

③「出生あり」は出生前に子どもがいる夫婦、「出生なし」は第3回に子どもがいる夫婦  

2）夫の家事・育児時間は、「出生あり」は出生前の、「出生なし」は第3回の状況である。  

3）3年間で2人以上出生ありの場合は、末子について計上している。  

4）夫の家事・育児時間の総数には、家事・育児時間不詳を含む。  
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2 仕事をしていた妻の出産後の就業継続の有無  

（1）出生順位、就業形態別にみた状況  

仕事をしていた妻は、仕事が正規の場合73．1％、非正規の場合31．5％が出産後も同一就業を継  

続している。   

第1回からの夫婦、第2回からの夫婦及び第3回からの夫婦のうちこの3年間に子どもが生  

まれた夫婦の、出産前に仕事ありであった妻について、出産後において「同一就業継続」であ  

った割合は、56．4％となっている。   

出生順位別にみると、「第1子」では45．鍋、「第2子」では67．6％、「第3子以降」では53．01払  

となっている。   

就業形態別にみると「正規」では73．1％、「非正規」では31．5％が「同一就業継続」となって  

いる。（表12、図10）  

表12 出生順位、就業形態別にみた出産後の就業継続の有無  

（単位：％）  

総数   同－一就業継続  転職   離職   不詳   

出（ 生再  総数   （100．0） 100．0  56．4  ：う．H  39．（う  0．   

憤掲 1 （ 37．9） 100．0  ′15，6  3．1  50．6  0．   
一）一   

第2子   （‘12．4） 100．0  67．6  こう．4  29．1  

（ 19．7） 100．0  53．0  （う．0  41，0   
出規 産・                        第こう子以降  
前非  
の正三  （再掲）正規   （ 47．6） 10（」0  73，1  二i．5  22．9  0．   

規  （再掲）非正規   （ こi9．1） 1（）（〕．0  ニ‖．5  こi．6  64．R   

注：1）集計対象は、〔吉）または②に該当し、かつ③に該当すろこの3 年間にr－どもが生よれた夫婦であろ．、  

庄）笥1回から第4国まで牒方から回答を得られていろ夫婦  

雷）軍1回に独身で第3回までの間に結婚し、結婚後第一1軒よで双力‾か仁）回答を荏巨）れていろ夫婦   

（隷 と11産前に妻が仕事ありであった夫婦   

2）3年間で2人以上相生ありの場合烏、末fLについて計【二し／ている′〕  

図10 出生順位、就業形態別にみた山産後の就業継続の有無  

転欄13＿8  不詳 0．2  
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3．5  0＿5  

（再掲）正規  

（再掲）非正規二吏二 

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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（2）妻の職場の育児休業制度の有無別にみた状況  

妻の職場に育児休業制度があり、利用しやすい雰囲気がある場合は84．1％、制度がない場合  

は27．3％の妻が、出産後も同一就業を継続している。   

第1回からの夫婦、第2回からの夫婦及び第3回からの夫婦のうち妻が会社等に勤めていて  

その後この2年間に子どもが生まれた夫婦（表10において「出生あり」であった夫婦）につ  

いて、妻の職場の利用可能な育児休業制度の有無別に、出産後における妻の就業継続の有無を  

みた。   

「同一就業継続」の割合は、育児休業の「制度あり」では81．6％、「制度なし」では27．3％と  

なっている。また、「制度あり」のうち「利用しやすい雰囲気がある」では84．1％、「利用しに  

くい雰囲気がある」では73．7％となっている。   

さらに、就業形態別に見ると、「正規」で「制度あり」では84．4％、「非正規」で「制度あり」  

では、61．5％が「同一就業継続」となっている。（表13、図11）  

表13 妾の職場の育児休業制度の有無別にみた就業継続の有無  

総数   同一一就業継続転職 l離職l   
出  総数   （ 100．0）   100、0  56．2  2．9  40．5   

産 前  （  49．0）   100．0  81．6  1．9  16．5  

の   利用しやすい雰囲気がある  （  30．0）   100．（）  84．1  1．6  14．3   

妻   利用しにくい雰囲気がある  （   9．0）   100．0  73．7  5．3  21．1   
の   どちらとも言えない   （  9．5）   100．0  80．0  20．0   
職   （  26．2）   100．0  27．3  1．8  69．1  
場  
の  100．0  27．9  7．0  65．1  

育   （ 100．0）   100．0  75．2  1．8  22．1   
児  制度あり   （  79．6）   100．0  84．4  1．1  14．4   
休  制度なし   （  8．8）   100．0  50．0  40．0   

業 制  9．7）   100．0  18．2  9．1  72．7  

度   （ 100．0）   100．0  34．0  4．1  61．9   
の  制度あり   （ 13．4）   100．0  61．5  7．7  30．8   
有  制度なし   （  46．4）   100．0  22．2  2．2  75．6   
無  制度があるかないかわからない  （  33．0）   100．0  31．3  6．3  62．5   

柱‥1）集計対象は、①または②に該当し、かつ（∋に該当するこの2年間に子どもが生まれた夫婦である。  

①第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦  

②第1回に独身で第3回までの間に結婚し、結婚後第4回まで双方から回答を得られている夫婦  
③出産前に妻が会社等に勤めていて、育児休業制度の有無のデータが得られている夫婦   

2）2年間で2人以上出生ありの場合は、末子について計上している。   

3）育児休業制度の有無とは、利用可能な制度があるかどうかをいう。   

4）育児休業制度の有無の総数には、制度の有無不詳を含む。  

図11 妻の職場の育児休業制度の有無別にみた就業継続の有無  

…リ  「  

利用しやすい   
雰囲気がある  

利用しにくい   
雰囲気かある   

制度なし  
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4回まで双方から回答を得られている夫婦  
で第3匝］までの間に結婚し、結婚後第4回まで双方から回答を得られている夫婦  
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会社等に勤めていて、育児休業制度の有無のデータが得られている夫婦  
上出生ありの場合は、末子について計上している。  

）有無とは、利用可能な制度があるかどうかをいう  
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（3）夫の平日の家事・育児時間別にみた状況  

出産後の夫の平日の家事■育児時間が長いほど、妻が出産後も同一就業を継続する割合が高  

くなり、離職する割合が低くなる傾向がある。   

第l回からの夫婦、第2回からの夫婦及び第3回からの夫婦のうちこの3年間に子どもが生  

まれた夫婦の、出産前王仕事ありであった妻について、出産後の夫の平日の家事・育児時間別  

に、妾の出産後における「軒一就業継続」の割合をみると、「家事・育児時間なし」で48．6％、  

「4時間以上」で77．1％となっており、大の家事・育児時間が良いほど、「同一就業継続」の割  

合が高くなる傾向がある。また、「離1臥の割合をみると、「引時間以ヒ」で1臥81払と、夫の家事・  

育児時間が長いほど低くなる傾「■′りがある（）（表14、図12）  

表14 夫び）平［＝／）家宰・青〃岡澤脾にみた妻の就業継続の有無  

（単位・し｝L）   

同一就業継続  

総数   
家事・育児時間なしノ   

2時間未満   

2、▲川与間未満   

1時甘以上   

第1子出産   
家事・育児時間カ㌧   

2一時間未満   

2（）4時間未満   

1時間以上   

第2子以降出産   
家事・育児時間なL   

2時間未満   

2～4時間未満   
4時間以上  

（1州．〔）〕 r   8，ボ）  
（ ‘1日．〔）  

（ 28．6）  

（ 11．5）  

（100．0）  

（ 11．4）  
（ 5l．9）  

（ 25．：ミ）  

（  臼．（り  

（100．り）  

（  7．3〕  
（ ‘15．6）  

（ 30．7）  
（ 1：う．0）   

＝）り．t1  5（1∴う  

1り（1．（1  4日．（う  

1（）り．0  51．7  

＝）∩．〔）  59．2  

1（）0．0  77．1  

1（）（）．n  」t5．6  

100．∩  3：う∴う  

100．0  ∠13．9  

100．0  50．0  

10い 0  64．3  

100．0  62，8  

100．（）  6こう．2  

1（）0．n  57．1  

100．0  63．臼  

100．0  とミ2．4  

り
′
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ニミ1．3  
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注：1）集計対象は、①または②に該当し、か／つ③に該当するこの3年間に子どもが生まれた同居夫婦である。  
迂）第1回から第4回圭で双方から回答を得られている夫婦  

寝）第1回に独身で第3回よで叫瓢二結婚し、結婚後第4回たで双方から回答を得られている夫婦  
③ 出産前に妻が仕事ありであった夫婦   

2）3年間で2人以上出生ありの場合は、末子1こついて計上しているノ  
：う）出産後の夫の家事・育児時間の総数には、家事・育児時間不詳を含むL．  

図12 大の平目の家事・育児時間別にみた妾の就業継続の有無  

第1子出産  第2子以降出産  

転職 32  不詳 06  

細  
ヰ2   

紬   「高票融  

家事・育児時間なし［二重二二蹴≡さヨ 家事潮時間なし⊂二二重二 二遜忘冠詞  
50  

2鯛未満  

・・   
・、■丁・・・  

二幸二二二頗  2時間未満  439  

2－4時間未満  500  

50  

監‥∴－・－  

643   阪遍  二脳  
0％          40恥    60％    80％   100％  

4時間以上  4時間以上  

0恥    20qも    40％    60％    80？竜   †00％  

は：l）集計対象己ま、こ了）圭たは〔誓ノに該、当し、／ノlノ〕し、筑に該当すろこの3年牒に子どむが塗去れた同結実婦である′」  
！〕第1回1J，笥1巨J」、〔〔粧掃、仁）回答を得∴れている夫婦  
：三．）罵1匡てに独身で第：う回まこJ欄に結婚しノ、結婚経第4回王で双方から回答を得ご）れている夫廉  
与∴甘登前に妻が仕事．と・〕りであった末端  

ご）二1年間に2人以上出生あシ＝／1場合；1、雫f一に－）いて計上Lているr 
3）よ当産後しハ夫（／〕家来t育児時ぎ箱′、総数にi士、家事・育児時間不詳を含む＿  
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Ⅲ 意欲の変化  

1 独身者の結婚意欲の変化   

（1）年齢階級別にみた変化  

独身者の結婚意欲は、「結婚したい」へと変化している。   

第1回の独身者について、第1回の結婚意欲別にこの3年間の結婚の状況と第4回の結婚意  

欲の状況をみると、第1回で「どちらともいえない」と考えていた者は、男7．0％、女9．4％が結  

婚し、二弓41・3％、女40・1％が「結婚したい」と考えるようになっている。また、「結婚したくな  

い」と考えていた者の男5・1％、女6．5％が結婚し、男23．0％、女23．1％が「結婚したい」と考え  

るようになっている。（図13）  

図13 第1回及び第4回の結婚意欲   

」 ＋＋：＞   どちらともいえない   

」  －－一－・－ ト   結婚したくない  

0％  20％  40㌔  60％  80ヽ  】00㌔  

第1回結婚意欲  

不≡羊．0，9 不詳．  

結婚したくない52  どちらとも  
いえない  

12 7  注：1）集計対象は第1回から  
第4回まで回答を得  
られていそ〕者である。   

2）「結婚したい」には「絶  
対したい「なるべく  
したい」j二回答した者  
を、「結婚したくない」  
には「あ‡三りしたくな  
い」「絶対したくない」  
と回答した者を合算  
している。  

第1回から第4回の結婚意欲の変化  

童 ■  どちらともいえない  

¶一－・、－ ト  結婚したくない  

0㌔  20血i  40㌔  60㌔  80％  100％  
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年齢階級が低い方が、結婚意欲が「結婚したい」へと変化しているものの割合が高〈なる傾  

向がある。   

年齢階級別にみると、「どちらともいえない」から「結婚したい」へと変化している首の割合  

は、第1L師）年齢が20～2′1歳の臍級で男50．梢、女55．4％と他の年齢階級に比べて最も高く、  

30～34歳では男37．摘、女26．鍋となっており、年齢階級が低いほど「結婚したい」へ変化す  

る割合は高くなっているrJ   

また、「結婚したくない」から「糸銅昏したい」へと変化している者の割合についても、20～2′1  

歳で男26．1％、女：j6．別′G、30～3牛歳では、ジュl′1．4‰ 女9．6％と、年齢階級が低い方が「結婚し  

たい」へ変化する割合は高くなる傾向がある。」（衣15）  

表15 年齢階級別にみたこの3年間の結婚の状況と結婚意欲の変化  

（liり、ン■  

女  

結拍Lていない・笥」い偶川昔欲   結婚↓ていない・第引Ⅶ拙肘  
1佃†  結婚  総数  ビナノr：」辛い椚L  総数  
ナー  ノとヰ」いたく′↑，‥   ／ ト  

予工いい  えないt   

総数  （1り0．り） L川）り  頼．二  H：う．H  fミパ，l lil  ご．1    し L川）．り） 川ぐ）．り コり．t） Hり．り  7り．′1  7．り  

川りり】「バ1．畑＋「．tう  ∴リ］  1川）．り］ 榊．ぐJ】 り．リ］「  

2（ト、巳⊥＝長上21－∵71  
附  
し  ＝州（lJLHl．リ 〔15：1 ∴∴パ］  ＝W＝）j L佃パ  しH．り r三  

2コ、∴上り歳（悠トト㌧1∴J  

川‖‖ 「バりlノ 川う．！） ∴ア？  川〔）．fり 榊′叫J粧（う」 ＝  

ー〔）一＼：トi歳」H：ト＼17）  

「川り叫 バご．来 し11I ill  r川（Lり1rH「．1」「1己．恒  

捏紋  ／川‖（111（J（） l） リ‡（1 11∴う 1：j．F  IL    （1川〕．り1 1り（）（1 ）1  〉（1（  川．1 川 パ  

‘Jう  l川lり】「111 】） rt）．ト  「、1り（川 ト1l二 持．L］1）  

叫  

二l仙り 1り．ぐ；「川〔 ミH．バ1  l川）．り」 5う∴り しコ右．（う1「べ  

鈷 媚  L＝軋（）11」17．l ＝」  「川廿侶「‖．71「H．711）  

欣   

川りりr：持．1」「52．71rll）．封  川口．（り［26，リ］［5パ．1「15  

総類  1川〕〔り 1州（）  1 tけ！） 二：1．〔） ニパ．1 1：う．l    （ll）（）（）〕10りrl（i．う †）：う．舌  2ニミ．1 ニiLO  こう  

結  ＝川）り］「」1二】 馴．L 15．7］  川りり1r2l．7  3こi．2］トt2  

20、／ご－lrノ．fkrココ、ノ27）  

【l川）（）「鉦．11「：廿り し：廿l」  lり（い」1「：妬．う］L肌2二［：1：1  

2う、∴∠り歳（2汚＼′11二）  
′⊥  川り．両【か．パニ しご5．1）［川．巳1  1川）（）」こ21．71い≠∴］ト1日  

ご1り、ノニトト■ぷ仁11－∴う7〕  

川（川  ＝．ごl二 しコパ．！） し軋7］  「1川）り1［リ・6］りり・吐」塑   

往一1）生り卜よナ象は、寺ニュ州山身て弟ニ1Ll・lモご回答を7■妄J）れている賞であて）ただし、Ⅵl回〃結婚意欲か不詳の打む快く「また 「結姉していなし、   比、笥ト＝・：ノ）紀．婚じ欲′つ、イこ．ifリノ首鼠′拉‡く   
ご）「結婚しトノバ⊥ 杷りLたい ／トト、こくLたし、」とい惜し′こ省を、「結婚したくない」は、「ふょりしたくない」r絶対したくない」と  
∈昭㌣∴上宵をでけ巨 ごいろ   

ごi川齢に、笥‖・T「ノ）′ト齢であて－  †両日マリ回出隼齢で－hる   

1）こ 卜軸ヒ、第」帖二嘉∴媚Lてし、なし、首う二総数守し仁、箱羽車用潮芯欲れ附い㍑沃  
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（2）親との同居状況との関係  

男女とも、第1回から第4回にかけて親と同居から非同居へ変化している者は、「結婚したい」  

と考えている者の割合が高い。   

第1回からの独身者について、第1回から第4回間の親との同居の有無の変化別に、第4回  

の結婚意欲をみると、「同居から非同居へ」の場合、「結婚したい」と考えている者の割合は、  

男68・8％、女73・5％と、他の親との同居の有無の変化の場合に比べて最も高く、女は「結婚した  

くない」と考えている者の割合が5・9％と、他の場合に比べて特に低くなっている。また、親と  

の同居の有無の変化が「変化なし（同居していない）」の場合、「結婚したくない」と考えてい  

る者の割合は、男12．6％、女15．3％と、他の場合に比べて高くなっている。（表16、図14）  

表16 親との同居の有無の変化別にみた第4回の結婚意欲  

第4回の結婿意欲  

どちらとも  
いえない  

結婚したい  

100．0）  100．0   

4．2）  100．0  

11．6）  100．0  

64．1）  100．0  

10．5）  100．0   

100．0）  100．0   

4．9）  100．0   

9．1）  100．0  

72，3）  100．0   

8．7）  100．0  
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2
 
1
 
2
 
1
 
1
 
 

同居から非同居へ  

非同居から同居へ  

変化なし（同居している）  

変化なし（同居していない）  

同居から非同居へ  

非同居から同居へ  

変化なし（同居している）  

69．4  20．4  

73．5  1臥3  

68．2  19．9  

71．7  19．8  

58．3  25．1  

8
 
3
 
0
 
ハ
リ
 
3
 
 
 

・
・
1
 
2
 
2
 
1
 
1
 
 

ヒなし（同居していない）  

注：1）集計対象は、第1回独身で第4阿ま  で回答を得られている者で  結婚をしていない着である  
2）「結婚したい」は、「絶対したい」「なるべくしたい」と回答した者を、「結婚したくない」は「あまりしたくない」   

「絶対したくない」と回答した者を合算している。  
3）「男」「女」には、第1回から第4回間の親との同居の有無の変化不詳を含む。  

図14 親との同居の有無の変化別にみた結婚意欲  

不詳1．0  どちらともいえない  
結婚したくない   

同居から非同居へ  同居から非同居へ  結婚したい 68．8  

非同居から同居へ  非同居から同居へ  

変化なし  

（同居している）  

変化なし  

（同居していない）  

変化なし  

（同居している）  

変化なし  

（同居していない）  

60†i  80≠  
0％  20％  40％  60㌔  80％  】00％  

0％  20％  40㌔  

注：1）集計対象は、第1匝】独身で第4回まで回答を得られている者で、結婚をしていない着である。   

2）「結婚したい」は「絶対したいj「なるべくLたい」と回答した者を、「結婚したくない」は「あまりしたくない」「絶対したくない」  
と回答した者を合算している。  
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（3）就業状況の変化との関係  

男女とも非正規から正規への転職をした者に「結婚したい」と考えている者の割合が高く、  

無職継続の場合に低い。   

第1回からの独身者について、第1回から第4回間の就業状況の変化別に、第4回の結婚意  

欲をみると、「「計・一就業継続」のうち就業形態が「正規」の場合、「結婚したい」と考えている  

者の割合は、男69．1りら、女7ニi∴i％となっているり また、「転職」のうち「非正規から正規へ」の  

場合は、男74．7％、女76．6％と、さらに高くなっている。また、「無職継続」の場合、「結婚した  

い」と考えている者の割ノ含は、男女とも′15．個と、他の就業状況の変化の場合に比べて、最も  

低くなっている。（表17、図1、5）  

表17 就業状況の変化と第引回の結婚意欲  

（単位：－さ′ご））  

第‘1回の結婚意欲  

総数   結婚したい   ビちらとそ）  不詳   いえない   ない  

努   （   1（）り．0）  l（札0  〔；ニi，1  25．8  8．6  2．5  
第  し  5：i．り）  100．n  6（う．0  ご4．7  ∴〕  1．8  

（再掲）正規   （  ′拍．1）  1t）0．し）  69．1  23．5  G．3  1．2  
（再掲）非正規   （  5．り）   1榊．0  49，5  32．9  15．t）  2．1  

（  1t）．5〉  1州〔）  6∠1．8  23．7  日．〔i  2，リ  

ら  
回 か  1，8）  1川〕．0  62，R  23∴う  11．6  2．3   

（再掲）非しE規から正規／＼  し  5．しi）  100．0  7∠′1．7  川．ボ  6．1  0．4  
（  11＿う）  10（）．0  （〕こi．1  27．7  （；．f）  2．3   
（  5＿1）  100．0  59．√1  21．9  Lこi．9  ∠1，8  

痕 4                                    新規就業                            回 間  離職                                 無職継続   （  7．3）  川0．0  15∴1  37，3  1：L▲1  3．9   

∵∵  
（   10（〕．0）  100．0  69．ェ1  20，」1  R．」t  l，8  

就 業  （   1日．5）  100．0  70．5  19．8  8．2  1．5  

状  （再掲）正規   （  ：14．7）  100．0  73．3  18．8  6．5  L4  
（  11．2）  川0．0  62．7  22．5  13．1  1．8  
（  27．ご）  100．0  73．O  18．6  （i．臼  1．7   

変  況 の   t．3）  100．0  7圭9  18．8  5．2  1．0  
（再掲）非」上鋭から正規ノ＼  （  7．1）  1り0．0  76．6  16．5  5，▲1  1．6  

化   （  12．′i）  10∩．0  68，4  21．4  8．0  2．2  

離職   （  5∴i）  100．0  70．0  21．5  6．8  1．7  
無職継続   （  ・1．9）  100．0  45．4  30．6  22．2  1、9   

注：i）集計対象は、第1匝】独身で第4回まで回答を得られていろ者で、．結婚をしていない者である‖   
2）「結婚した」は、「絶対したい」「なるべくLたい」と回答しノた者を、「結婚したくない」は、「あまりしたくない」  

「絶対したくない」と回答した者を合算している，   
3）「男」「女」には、第1巨i】から第4回間の就業状況♂〕′変化不詳を含む、，  

図15 就業状況の変化と結婚意欲の変化  

結婚したくない 不詳12  どちらともいえない  

同一就業継続（正規）  

同一就業継続（非正規）   

転職  
（正規から非正規へ）   

転取  
（非正規から正規へ）   

離職  

無職継続  

結婚したい 69l  

21  

23  

0ヰ  

48  

39  

車 
規から非正規へ，  」  二至  

転職  
（非正規から正規へ）  

■ 離職  
】9  

珊継続   ［二二二重二 
0％  20％  4∩？も  60％  8G％  1亡灯％  

庄1）集計対象＝、第1回棺身で窮1［己1まて回答ろ二碍⊥■）わこいる肴ぐ、結婚をしていない者■Pある 

2）「結婚Lたし け「絶対し′たい なろノ＼くし／二い」とpl答Lた者を∴「結婚Lたくない」は ∴あ■生りしたくない」と巨答Lた者を  

合貸Lている  
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2 夫婦の子どもをもつ意欲  

（1）年齢階級別にみた子どもをもつ意欲の変化  

この3年間に第2子以降が生まれた夫婦は、第4回に子どもが「ほしい」と考える者の割合  

が、第1回と比較すると大幅に低下している。   

第1［可からの夫婦について、この3年間の出生の有無、出生順位、子ども数別に第1回と第  

4回の夫、妻の子どもをもつ意欲をみた。この3年間に出生ありの夫婦は、第1子出生の場合、  
夫は、子どもが「ほしい」と考えている者の割合が、第1回84．4％、第4回67．3％、妻は、第1  

回86．6㌢も、第4回70，6％となっている。第2子出生の場合は、夫は、第1回86．5％から第4回23．8％、  

妻は第1回83．7％から第4回20．7％と、第1子出生の場合より大きく減少している。   

この：i年間に出生なしの夫婦のうち子ども1人の夫婦は、「ほしい」と考えている者の割合が、  

夫は60．6％から55．4％へ、妻は55．2％から45．0％へ減少しており、「ほしくない」と考えている  

者の割合が、夫は8．5％から16．8％へ、妻は17．8％から27．0％へと増加している。（表18）  

表18 この3年間の出生の状況、出生順位、子ども数別にみた、  

第1回及び第4回の子どもをもつ意欲  

（単位：％）  

第1回の子どもをもつ意欲  第4回の子どむをもつ意欲  

どちらと  
総数   

ほし〈な  い  不詳   はしい  どららと 史，いえな ロ  ほしくな lヽ  不詳  総数  はLい   卓）いえな ロ  

脚立   （100．0）  
100．0   67．3   23．0    7．1   2．（う  1子出生    夫  （  25．8） 100．0  さ弓4．∫1  8．6  1．5   5．6   

套   100．0   86．6    9．3   1．9    2．2      100．0   70．6   1〔）．7   11．5   1．1   

2子出生    夫  （  54，1） 100．0  86．5  10．3   0．7   2．5      100．0   23，8   3i）．0   3√1．6    2．7   
妻   100．0   83．7   11．0    3．9   1．4      100．0   20．7   33．9   43．6   1．8   

3子以降出生 夫  （  20．1） 100．0  53．1  26．8  17．2   2．9      100．0   11．0   27．8   56．9    ノ1．3   
棄   100．0   46．9   こ52．5  16∴う    4，3      10〔）．0    9．1   24．4   63．2    3．3   

も数   （100．0）  
100．0   59．1   22∴1  トi．1   4．4  どもなし   夫  （ 1‘1．9） 100．0  62．4  21．5  11．0   5．0   

妻   100．0   5とし0   22．9  15．5    3．6      100，0   53．9   21．0   22．4    2．8   

人  夫  （ 21．4） 100．0  60．6  29．7   8．5  1，2      100，0   55．4   26．1  16．8   1．7   
妻   100．0   55，2   25．7   17．8   1．4      100，0   45．0   26．4   27．0   1．5   

人以上  夫  （ 63．7） 100．0  22．8  39．4  34．9   2．9      100．0   17．8   30．5   4と享．8    2．り   
妻   100．0   19．9   34．3   43．6    2．1      100．O   l：）．0  ：Z6．2   5（）．1   1．6  

注・1）集計対象は、第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦である。  
2）りくEしい」には「絶対欲しい」←欲しい」と回答した者を、「ほしくない」には「あまり欲しくない」「絶対欲しくない」と  

回窄Fした者を合算している。  
3）出三日l剛立は、3年間で2人以上出生ありの場合は、最初の子について計上している。  

また、第1［司からの夫婦、第2回からの夫婦及び第3回からの夫婦のうち子どもがいない夫  

婦について、妻の年齢階級別に第4回の夫、妻の子どもをもつ意欲をみると、年齢階級が高い  

ほど、子どもを「ほしい」と考える者の割合は低くなる傾向がある（表19）。  

表19 妻の年齢階級別にみた第4回の子どもをもつ意欲  

（単位：％）  

第4回の子どもをもつ意欲  

総数   ほしい  どちらとも いえない  ほしくない  不詳   

総数  夫  （  100．0）   1（川．（）  71．7  17．2  7．5  3．5   

妻   100．0  68．1  16．7  12．8  2．4   

21～25歳  夫  （  4．6）   100．0  64．0  24．0  8．0  4．0   

妻   100．0  80．0  8．O  12．0   

26～30歳  夫  （  26．1）   100．0  80．3  12．7  5．6  1．‘1   

妻   100．0  78．2  10．6  9．2  2．1   

31～35歳  夫  （  47．7）   100．0  74．2  15．4  7．3  3．1   

妻   100．0  68．8  18．1  11．5  1．5   

：i6歳以上   夫  （  21．7）   100．0  57．6  25．4  10．2  6．8   

妻   1（）0．0  51．7  22．9  20∴う  5．1   

1）集計対象は、①または②に該当し、かつ第4回で子どもなしの夫婦である、〕  

①第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦   
②第1回に独身で第3回までの間に結婚し、結婚後第4回まで回答を得られている夫婦  

2）「ほしい」には「絶対欲しい」「欲しい」と回答した者を、「はしくない」には「あまり欲しくない」   
「絶対欲しくない」と回答した者を合算している。  
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（2）妻の職場における育児休業制度の有無別にみた妻の子どもをもつ意欲  

子どもが1人いる夫婦では、妻の職場に育児休業制度があると71．1％が、制度がないと39．5？も  

がさらに子どもがほしいと考えている。   

第1【Li］からの夫婦、第2トー1からの夫婦及び第：う回からの夫婦について、第4回の妻の職場の  

利用叶能な育児休業制度の有無別に、妻の丁どもをもつ意欲をみたJ子どもなしの夫婦では、  

了・どもを「ほしい」と考えている者の割合は、「首iり度あり」で75．3％、「制度なし」で59．4％とな  

っており、子ども1人の夫婦では、「制度あり」だと「ほしい」が7L．1？呂、「ほしくない」が12．4％、  

r制度なし」だと「ほしい」が39．5％、「ほしくない」が29．0％となっている。   

就業形態の11三規・非正規別にみると、千どもがいる夫婦では、制度の有無にかかわらず、正  

規の方が「ほしい」と考えている者の割合が高くなっている。（表20）  

表20 妻の職場の育児休業制度の有無別にみた第4回の妻のr一どもをもつ意欲  
（単位：ウイ，）  

第′1回り）妻〝）子どもを≠）つ意欲  

細   孔い岩よさ1・ほLく左㍉ 硝   

総数   100．し）  ：う：i．▲壬  2Ll∴i  11．（）  1．3  

千どそ）なし   （  1（〕0．0）   100．0  65．1   1日．2  ト4．7  2．0  

制度あり   （  44．ご1〕   100．0  75，3  1（〕．・1   13．0  1．3  

利拝しやすい雰囲気がある  （   17，り）   1（）0．0  81．∫′1   11．〔）  3．4  3∴l  

利周Lにくい軍国宣があろ  （   11．5）   10「），0  75．0  5．（〕  20▼0  

ビち「〕とヰ，言え／亡い   （  ‖．＝  100 0  71∴1  1・1．3  l・1．3  

制度なL   
（  ご～）．1）  100．0  5〔）∴1  19．8  16．8  4．0  

机度があるかないかわか㍉左い  （  ご一1．8）   100．0  57．（〕  27．9  15．1  

（   川口．0）  100．0  †’一ビヰ）1人  5（う，3  ご1．（う  20．6  1．5  

制度あり   
（  拍∵1）   10（〕．0  71．1   1Ll．り  12∴1  1．5  

第  28．：5）   10t）．0  77∴1   1：．2  10．4   

4  利用Lにくい雰囲気がふ亮  （  パ．＝  100．0  69．7  12．1   12．1  丘1   

「膏  Jノま一Jr，しも言えない   （  川．b）   100．り  61∴1  22．7  13．6  2∴弓   

J〕  制度なし   （   ：5り．5）  1（〕0．0  ：う9．5  31．5  29．0   

千  18．‘l）  川0．（〕   ・15．3  コ5，3  26．7  2．7   

ヰ ←）  子ど｛、2人以t二   （  100．0）   1（〕00  ト1．3  27∴主  57∴i  O．9   

数  制度あり   「  3軋8）  100，t）  19∴う  29．6  ∠19．9  1．2  

利用Lやすい雰囲気があろ  （  21．0）   1り0．0  19．6  27．6  52，0  0．（）   

箭  利偶しにくい雰囲気がカ）ろ  （  （う．8）   100．O  l（う．一1  31．5  ∠19．3  2▼7   

4  どち〔、ヒ行言え左い   8＿■1）   100．0  24．1  31．1  43∴i  l．1   

n  制度なし   （   ：う▲1．2）   1（〕0．0  12．0  26．2  61．2  0．5   

∵十  25．5）   100．0  10．6  26．0  62．6  0．7  

妻  
∵十   100．O  1▲1，3  二三2．9  31．0  1、8   

職  I’・どもなL   （  川0．0）   100．0  69．5  ト1．6  12，6  3．3   

場  制度あり   （  75．5）  100．0  75．4  12．3  10，5  1、8   

∵十 ノニて  制度なし   （  ‖∴＝  100．0  55，0  15，0  20．0  10．0   

「＝7  

l口 ノ」  子どヰ）l人   （  100．U）   100．0  71．1   13．′1   13．9  1．6   

休  制度あり   （  88，8）   100．0  74．1   1：う∴i   lO．8  1．8   

業  制度なし   （  8．C）   100，0  10．0  20．0  40．0   

帯r  子ど宰，2人以上二   （  100．0）   100．0  18．0  32．0  ∠壬8．8  1．2   

度  制度あり   
（  82．9）   100．0  19．9  34，3  ▲1小8  1．1   

∵十  制度なし   （  9．C）   10（）．り  13．3  23．3  63．3   

有 無  （再掲）非正規 総数   100．0  26．9  25．2  46．9  1．0  

了ど享）なし   （  10（），り）   100．0  61．7  20．9  16．3  1．0  

制度あり   （  20．】）   100．（）  75．り  5．0  20．∩  

制度なし   
（   ・11．ここ）   100．0  60．5  21．0  16．0  2．5  

子ど†）1人   〔  1r）0．しり  100．0  ・13．6  28，6  26．∫1  1＿4  

制度あり   （   15．〔り  100．0  57．1  22．9  20．0  

制度なし   （  4し）＿［；）   100．0  3〔）．4  3こ1．0  27．5  

子ど†）2人以仁   （  1（州．〔〉）   100．0  12．7  25．3  61．2  0．8  

制度あり   
（   l当．と；）   100．0  18．1  20．3  60．1  1．4  

制度なし   （  ▲15．7’）   100．0  11，9  26▼5  61．0  0．6   

柱：1）集計対象は、止または②に該当し、か／）雪）に該づする大東㌃ごある√   

〔i〕第l「T－】から穿ト＝可まで双方から［可答を碍上れている夫婦  
二≡）第1［珊二独身で第3回までげ）間に結婚L、結婚後第4Fナはで双方から恒】答を得られている夫婦  
昔第4回に寒が会社等に鋤析ていた夫靖  

2）「圧Lい」には「絶対欲しい」r欲しい1と回答Lデー者を、「ほLく互いにit「あ去り欲しノくない」  
「絶対欲しくない」と回答した者を合算している  

こう）昔児休業制度J〕有無〃）総数には、制度の有鱒不詳を含む  
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（3）夫の休日の家事・育児時間と妻の子どもをもつ意欲  

子どもがいる夫婦では、夫の休日の家事・育児時間が長い方が、妻が子どもを「ほしい」と  

考える割合が高くなる傾向がみられる。   

第1回からの夫婦、第2回からの夫婦及び第3回からの夫婦について、第4回の夫の休日の  

家事・育児時間別に、妻の子どもをもつ意欲をみた。子どもなしの夫婦では、夫の家事・育児  

時間にかかわらず、子どもを「ほしい」と考えている者の割合は高いが、子ども1人の夫婦で  

は、「家事・育児時間なし」の場合、「ほしい」と考えている者の割合は38．8％、「2時間未満」  

の場合53・9％となっており、一方、「6～8時間」の場合は74．7％、「8時間以上」の場合は65．5％  

と、家事・育児時間が長い方が、妻が子どもを「ほしい」と考える割合が高くなる傾向がある。   

また、第3回に子ども1人で夫の家事・育児時間が2時間未満（「家事・育児時間なし」を含  

む）であった夫婦について、第3［司から第4回にかけての夫の家事・育児時間の増減別にみる  

と、「第4桓「ぐ増加」の場合、「ほしい」が51．0％、「ほしくない」が犯2％であるのに対し、「第  

4匝lで減少」の場合、「ほしい」が36．7％、「ほしくない」が30．0％となっている。（表2L）  

表21 子ども数、夫の休日の家事・育児時間別にみた第4回の妻の子どもをもつ意欲  

第4回の妻の子どもをもつ意欲  

総数  ほしい ミラ㌶Hほしくない   

総数   100．0  34．4  24．2  39．6  

子どもなし   （  100．0）   100．0  68．3  16．7  12．9  

家事・育児時間なし  （   20．7）   100．0  59．6  19．3  19．3  

2時間未満   （   54．8）   100．0  72，9  14．9  10．8  

2～4時間未満   （   16．2）   100．0  65．9  20，0  12．9  

第 4  4～6時間未満   （  1．5）   100．0  87．5  12．5   

回   6～8時間未満   （  0，4）   100．0   100．0   

の  8時間以上   
（  0．8）   100．0  75．0  25．0  

夫 の                  子ども1人   （  100．0）   100．0  61．9  20．0  16．6   

休  家事・育児時間なし  （  5．0）   100．0  38，8  28．6  30．6   

日   2時間未満   （   は1）   100．0  53．9  23．6  21．3   
の  

2～4時間未満   
家  

（  23．4）   100．0  61．3  18．3  19．6  

事  4～6時間未満   （   18．5）   100．0  67．4  21．5  8．8  

コ±く  

6～8時間未満   （  8．1）  100．0  74．7  6．3  17．7  

目  8時間以上   （   24．0）   100．0  65．5  20．0  12．3  
児  

蒔                                                                             子ども2人以上   （  100．0）   100．0  15．4  27．6  55．2   

間  家事・育児時間なし  （  5．1）   100．0  6．7  24．2  67．5  

2時間未満   （   18．0）   100．0  13．5  23．9  61．4  

2～4時間未満 （   22．7）   100．0  15．7  25．7  57．3  

4～6時間未満   （   17．6）   100．0  17．9  26．1  54．1  

6～8時間未満   （  7．1）   100．0  15．1  32．5  48．8  

8時間以上   （  26．1）   100．0  16，7  32．0  49．7   
； 

（  100，0）   100．0  45．7  25．3  26．3  

増加   （   55．9）   100．0  51．0  26．0  20．2  

≡ （   16．1）   100．0  36．7  30．0  30．0  

≡＿．一   （  25．3）   100．0  40．4  19．1  38．3   
拝‥1）集計対象は、①または②に該当する同居夫婦である。  

①第1回から第4回まで双方から回答を得られている夫婦   

②第1回に独身で第3回までの間に結婚し、結婚後第4回まで双方から回答を得られている夫婦  
2）「ほしい」には「絶対欲しい」「欲しい」と回答した者を、「ほしくない」には「あまり欲しくない」   

「絶対欲しくない」と回答した者を合算している。  
3）「子どもなし」「子ども1人」「子ども2人以上」には、第4回の夫の家事・育児時間不詳を含む。  
4）（再掲）は、第3回に子ども1人で、かつ夫の休日の家事・育児時間が2時間未満（なしを含む）  

であった夫婦について、第3回から第4回にかけての夫の家事・育児時間の増減別に集計している。  
なお、総数には、家事・育児時間の増減不詳を含む。  
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参  考  

1 集計客体数一覧  

Ⅰ 結婚の状況、Ⅲ 意欲の変化（1独身者の結婚意欲の変化）  

本章では、主に以下に∴いて堰訂しノていイ〕  
・第1回の独身者・第1同調査て劇場て′tりり、第亜】＝トて［二］答む掛、Jオーていろ者  

′客体歓  対象となろ調査票  
番号   集計対象両条件  

【ぢ   十   乳性票  女性票  配偶者 【1）  配偶者 ／皮l   
（州川   下川I   

rl，13  第1回山女性票、野性栗  8，456   9．227   しJ  

第1回の独身者  5，598   5，294   
1   し〕  

結婚し上：㍑結婚前二ft革′い川）首、結婚し㍉こ′いない  
㍑管制亘1に什：諷〈←）りしり音  4，791   4，653  ／1  

調査と調在′ノ澗に結婚し、′1】／澗佳媚∵ノー片を除く  5，598   5，292  

15  ニノ）ニi年間：二結婚し、捏湖鍾畑二律づり車中山女坐  754  

第・1阿仁こ∴独身  4．906   4．438   しノ  

Ⅱ出生の状況、 Ⅲ 意欲の変化（2 夫婦の子どもをもつ意欲の変化）  

章では、以下につ立て鞋訂しノていろ  

・第1回からの夫婦：第1机トレニノ夫婦とrて調音対象上し∴∴r〕り、第1Lpミか仁〕第こi回主で夫、妻双力㍑イノ回答：を†等ごJれていろ夫婦′、  
・第2回からの夫婦・箭1回独身で第2匡車明賢】に結婚」、そゾ）後第紳1三で英ソ〃両H可答を指「っ才1ている夫婦 
・第3回からの夫婦：節1回独身で牒㍍叶い－〕第：矩け）F詔了に策㌧姉し′、そソ）緩隕1卜り巨で双方／い付耳答を≠汀れてし、ノ：）耕′請  

育休敦  対象セなる講偶濡  

岳号   集計吋隼り主賓′事  
：写1L【  

ハ′、J巾   野性柴  女性票  配偶首 り丹＝事l）  配偶者 二な〝ト用   

夫婦  3，464  231  264  3，959  回  「1   

n  出生あソトノ）夫榔ノ＝さ，、妻山′「11′H在トーケ（用語しハ定義l二審  

照）」カ雄妄「っれていノ∴、た婦を陳、こ  3，Z52  181  215  3，648  J  

化生あり「1圭う±荊いr汁性ノ仁L圧第：i州こ諷が会社  

封8  等に勤琉てJ；り、育児休業制摩直有無しハブーr夕がイ‘ト‾，れてい  ＝  

る   

1，602   94  127  1，823  ′1  

ニレ’）3勺三間に出生ふ1．1  1，042  1，042  ノ   

∴｛／）3イ手F圭≡ヱに州′トノ」ニノ  乙422   2．422  ／  「ヽ   

第誹司∵ナ∵上二、、む′㌧∴山王婦  330   83  132  545  6   ㌧ノ   ∩   L1  

妻㌦友l′L票  

二〔り：叫邦∵丹。生（・、ン、出産輌∴喪∴什凍訂バ   377   3l   14  422  〕  
L：2）  

三〔ノ）ご裾臼杵■出生†’川出生前に妻が会圧等に勤軒こi川  
宮11  育児休業制摩直行無’巨デーユタか碍J）れていろ   168   29   13  210  

庄1）長8，1し汀▼ついて＝、第1国二1】J′直づミ婦ノ）ノ六ぺ，′対象ヒし′ていて）  
コ）責11．トl，巳l，釦j、1二∴／八、ごL［調在t」▲象ヒ′′亡イこ′トーJ「J惜しこい／ニ）耕．音レ′い’んて；′計象L二Lこいう   

：1）夷15に／Jいて圧∴取直け瀧湘軒杜簸び第一汗可し叫融胤計炊が不詳両者ヰ甘いていろ  

21   



2 1以外の集計客体数  

Ⅰ 結婚の状況   

表（；年齢階級別にみた女性の就業継続の有無  

総数   （再掲）正規  （再掲）非正規   

女   754  ∠163  238   

Ⅱ 出生の状況  

哀9 妻の仕事の有無別にみた  

この3年間の出生の状況  

表10 妻の職場の育児休業制度の有無別  

にみたこの2年間の出生の状況  

総数  なし   1人  2人以上   

3 648  823   1064   1761  

り  2 096  581  485   1030   

王規   676  270  181  225   

梓正規   1092  264  225  603   

し   1546  241  577  728   

総数l子どもなJl人 t2人以上   

総数   1608  469  333  806   

制度あり   623  211  136  276   

利用しやすい雰囲気がある   305  91  77  137   

利用しにくい雰囲気がある   130  58  21  51   

どちらとも言えない   158  52  35  71   

制度なし   549  148  109  292   

制度があるかないかわからない   378  96  70  212   

表11夫の休日の家事・育児時間別にみた  

この3年間の出生の状況  

表13 妻の職場の育児休業制度の有無別  

にみた就業継続の有無  

総数l子どもなしll人l2人以上   
3 553  798  1（）44  1711  

J  283  171  38  74  

875  421  147  307  

703  122  216  ：う65  

489  24  189  276  

239  4  Lll  124  

782  6  291  485   

（再掲）正規  （再掲）非正規  
総数  

家事・育児時間≠  

2時間未満  

2～4時間未満  

4～6時間未満  

6～8時間未満  

8時間以上  

210  113  97  

表14 夫の平目の家事・育児時間別にみた  

妻の就業継続の有無  

第2子以降出産  第1子出産   

419  158  261  

Ⅲ 意欲の変化  

表20 妻の職場の育児休業制度の有無別に  

みた第4回の妻の子どもをもつ意欲  

表21 子ども数、夫の休日の家事・  

育児時間別にみた第4回の  

妻の子どもをもつ意欲  

総数  子どもなし  子ども1人  ナども2人以1   

1823  347  407   1069  

三規  672  151  187  334   

巨正規  1151  196  2ZO  735  

総数  子ど章〕なし  子ども1人ども2人以上  （再掲）   

総数   3 日56  526  981   2 349  186   
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用 語 の 定 義  

1 「独身者」とは、「配偶者なし」と回答した者をいい、未婚、離別、死別は区別していない〔J  

2 「結婚した」及び「夫婦」には、事実上夫婦として生活しているが、婚姻届を提出していない者  

を含む。  

こ∃ 「正規」及び「非正規」は次の就業形態をいう。   

「正規」   d三規の職員・従業員   

「非正規」… アルバイト、パート、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員・嘱託、その他  

なお、これらの就業形態は、勤め先における呼称を基準としている。  

4 「同一就業継続」とは、勤め先、及び就業形態が変わっていないこと、去た、自ら行っている事  

業が変わっていないことをいう。  

5 「子どもなし」とは、「子ども」欄に記入がなかった者をいう「 

6 「子どもをもつ意欲」とは、第＝珂調査及び第射‖1調査において、 イどもが（もう1人）欲し  

いと思い志すか。」と質問したものである。  

7 「育児休業制度の有無」とは、「あなたのお勤めの会社常には、あなたの就業形態で利肝自J能な   

次の制度はありますか」と質問した時の、育児休業制度についての回答である⊃  

8 「家事■育児時間」とは、1日の中で家事や育児に何時問くらい費やしているかを、平日と休日  

に分けて質問したものである。  

9 「第1回」「第2回」「第3回」「第4回」とは、それぞれの回の調査で把粧した項［】である〔  

10 「結婚前」「結婚後」とは、それぞれ結婚庇前、庭彼の調香において把握した状況である。  

11「出生前（出産前）」とは、各年5月まで細片＝こ日生があった場合は前々回の調査、6月から次の   

調査までの間に出生があった場合は前回の調査において把握した状況とする。また、「出生前デ   

ータ」とは、出生前（出産前）の時ふで把握した対象者のデータをいうtっ  

これは、日生に係る分析iこおいては、妊娠小における回答であるか否かに振り分けようとした  

ものである。  
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12 「出生後（出産後）」とは、出生直後の調査において把握した状況である。  

13「この3年間」とは、第1回調査から第4回調査までの間のことをいう。また「この2年間」と   

は第2回調査から第4回調査までの問、「この1年間」とは第3回調査から第4回調査までの間  

のことをいう。  
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